
 

 

 

2023年９月15日 

各 位 

                                    会 社 名  サンコール株式会社 

                                    代表者名  代表取締役     大谷 忠雄 

        （コード：5985、東証プライム） 

                                    問合せ先  取締役 専務執行役員 

管理本部長    金田 雅年 

              （TEL．075-881-5280） 

 

プライム市場の上場維持基準の適合に向けた計画に基づく進捗状況（変更） 

及びスタンダード市場への選択申請及び適合状況について 

 

当社は、2023 年６月 23 日に「上場維持基準の適合に向けた計画に基づく進捗状況について」を提出し、そ

の内容について開示しております。2023年４月１日施行の株式会社東京証券取引所の規則改正に伴い、スタン

ダード市場への上場の再選択の機会が得られたことから、本日（2023 年９月 15 日）開催の取締役会でスタン

ダード市場への選択申請をすることを決議するとともに、当該申請を行いましたので、下記のとおりお知らせ

いたします。 

なお、スタンダード市場への選択理由及びスタンダード市場上場基準への適合状況についても、下記のとお

りです。 

 

記 

 

１．当社のプライム市場の上場維持基準への適合状況の推移及び計画期間  

当社の2023年３月末時点におけるプライム市場の上場維持基準への適合状況はその推移を含め、以下のと

おりです。 

 
流通株式数 

流通株式 
時価総額 

流通株式 
比率 

１日平均 
売買代金 

当社の 
適合状況 
及び推移 

2021年６月末時点 
（移行基準日）※１ 

161,223単位 74.1億円 47.3% 0.17億円 

2022年 12月末時点 - - - 0.57億円 ※2 

2023年３月末時点 
（基準日）※3 

167,320単位 104.7 億円 49.1% - 

プライム市場上場維持基準 20,000単位 100億円 35.0% 0.20億円 

適合状況及び 
当初の計画に記載した計画期間 

- 2025年３月末 - 2025年３月末 

※１ 上記の適合状況は、東京証券取引所が移行基準日時点で把握している当社の株券等の分布状況をもとに

算出を行ったものです。 

※２ １日平均売買代金は、東京証券取引所からの審査結果の通知をもとに記載しております。 

※３ 2023年３月末時点の当社適合状況は、東京証券取引所が基準日（2023年３月31日）時点で把握してい

る当社の株券等の分布状況をもとに算出を行ったものです。 

 

２．プライム市場の上場維持基準への適合に向けた取り組みの実施状況及び評価 

 2023年６月23日に開示した「上場維持基準の適合に向けた計画に基づく進捗状況について」に記載のと

おりです。 

 



 

 

 

３．スタンダード市場の選択理由 

  当社はプライム市場の上場維持基準適合に向けて、2021年 12月21日公表の「新市場区分の上場維持基準 

 の適合に向けた計画書（以下、上場維持計画書）」及び2022年２月10日公表の「中期経営計画GGP24（GLOBAL  

GROWTH PLAN 2024）（以下、中期経営計画GGP24） 」に則り、取り組みを継続してまいりました。 

  その結果、第１項に記載のとおり2021年６月末（移行基準日）時点でプライム市場の上場維持基準に不適 

合であった「１日平均売買代金」については、2022年12月末時点で適合し、また「流通株式時価総額」に 

ついても、2023年３月末（直近基準日）時点で適合しておりました。 

 しかし、当社グループの主な事業領域である自動車分野は、半導体不足等供給制約も緩和し始め回復傾向 

にある一方で、電子情報通信分野では、2022年後半以降各国の金融引き締めや地政学的リスクによる景気後 

退懸念から、データセンター向け投資抑制の影響が継続しており、回復には、いましばらくの時間が必要と 

なる見通しです。 

 このような経営環境下、当社は上場維持計画書における計画期間（2025年３月末まで）において、EV等電 

動化関連事業・電子情報通信関連事業の成長投資を行っていくことが長期的な企業価値向上に資すると考え、 

また株主の皆様が上場維持への不安を持つことなく安心して当社株式を保有・売買できる環境を確保するこ 

とも重要と判断し、本日開催の取締役会においてスタンダード市場を選択することを決議いたしました。 

 スタンダード市場へ移行後も、当社は「中期経営計画GGP24」で掲げた基本方針である「2030年の事業 

ポートフォリオ確立に向けた実効的な戦略の加速」に則り、事業戦略面でポートフォリオ改革を実行すると 

ともに、資本戦略面では最適資本構成を意識したB/Sマネジメント推進を継続することにより、資本コスト 

を安定的に上回る資本収益性を実現し、将来再び「プライム市場」への変更上場を目指してまいります。 

 

４．スタンダード市場の上場維持基準への適合状況 

 直近基準日におけるスタンダード市場の上場維持基準への適合状況は以下のとおりであり、全ての上場維 

持基準に適合しております。 

 
株主数 流通株式数 

流通株式 
時価総額 

流通株式 
比率 

月平均 
売買高 

純資産の
額 

当社の適合
状況※1 

2023年３月
末時点 

9,233 人 167,320単位 104.7 億円 49.1% 
22,236単位 
（※2） 

380億円 
（※3） 

スタンダード市場 
上場維持基準 

400人 2,000 単位 10億円 25.0% 10単位 正 

適合状況 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

 

※１ 2023年３月末時点の当社適合状況は、東京証券取引所が基準日（2023年３月31日）時点で把握してい

る当社の株券等の分布状況をもとに算出を行ったものです。 

※２ 2023年１月から2023年６月までの株式会社東京証券取引所の売買立会での売買高を月次平均として当 

  社が試算を行ったものです。 

※３ 当社が2023年５月12日に開示しております「2023年３月期決算短信〔日本基準〕（連結）」の連結貸借 

  対照表に基づいて算定される純資産の額を記載しております。 

 

 当社は、スタンダード市場への選択申請時点で、同市場全ての上場維持基準に適合しております。今後上場

維持基準の各項目の判定基準日時点において、同市場のすべての上場維持基準に適合している場合、「スタンダ

ード市場の上場維持基準への適合に向けた計画書」の開示の必要はありません。 

以上 


